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区内外の活動事例・施策等について 

１． 本市のごみ施策に係る現状と課題  （「環境審議会廃棄物部会」資料 抜粋）
課題① 家庭系ごみのさらなる減量化・資源化
＜現 状＞ 
●プラスチック製容器包装とミックスペーパーの分別収集、普通ごみを週３→週２へ 
（Ｈ25.9～）
→資源回収量の増加、それを上回る普通ごみの発生抑制効果

        平成 25 年度 普通ごみと主な資源物の収集量     （単位：㌧） 
項  目 平成 24年度 平成 25年度 対前年度 

普通ごみ 267,759 250,43５ ▲17,324 

ミックスペーパー  10,662  13,306 ＋ 2,644 

プラスチック製容器包装   3,811   9,008 ＋ 5,197 

計 282,232 272,749 ▲ 9,483 

●川崎市一般廃棄物処理基本計画（Ｈ17－27） 
目標：資源化率 35％（家庭系・事業系） 

    実績：29％（Ｈ25） 
●生ごみリサイクルプラン（Ｈ19－27） 
 目標：平成27年度までに、１人１日あたりの生ごみの100ｇ減量を目指す
実績：基準年度（平成17 年度）290.7ｇ→平成 24年度の推計値182ｇ 

⇒108ｇ減 
＜課 題＞ 
●分別のわかりやすさ、ごみ減量と資源化に向けた取組、集積所の環境美化などが必要 

  （参考）中原区のごみの現状 
・家庭系ごみ１人１日当たり排出量（ｇ）

家庭系ごみ＝市収集普通ごみ・粗大ごみ・資源物
川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 全市

23年度 652 603 576 630 630 605 605 616
24 年度 641 596 562 617 618 604 603 606
25 年度 624 586 544 595 596 581 581 587
・区別で観た家庭ごみの資源化率（％）

資源化率＝（市分別回収量＋資源集団回収量）÷（家庭系ごみ量＋資源集団回収量）×100 
川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 全市

23年度 23.1 27.8 27.9 22.1 21.1 27.0 24.0 24.6
24 年度 22.8 27.5 27.5 22.8 21.6 27.2 24.3 24.7
25 年度 23.8 28.3 29.0 27.4 26.3 31.0 28.5 27.7

資料３ 
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課題② 本市における人口増加と今後の少子高齢社会など社会構造の変化への対応 

＜現 状＞ 
●ふれあい収集 

  自分でごみを出せない方（65歳以上の独居高齢者・障がい者など）を対象とした直接収集 
    →平成 25年度実績…１日平均 24.2 件、 

普通ごみ・粗大ごみ・資源物で計1,425 世帯 
●川崎市安心生活創造事業「集合住宅における見守りモデル事業」

   ①モデル実施地区  市営宮内住宅（中原区）、市営鷲ヶ峰西住宅（宮前区）
   ②実施期間     平成 24 年 11 月～平成 26年 3月 
   ③事業概要 

市営住宅で、自治会長を中心に入居者及び社会福祉法人、区役所保健福祉センター、地域包
括支援センター等の連携協力のもと、地域の見守り体制の構築に向けた支援を行う。
・住民による、ひとり暮らしなどの高齢者等の孤立死防止
・介護保険制度の対象とならない状態の人のカバーと生活支援
・「見守り」について基盤を整備し充実を図る

   ④実施結果 
・自治会長や地域の見守り支援者による日常的な見守り活動を行い、定例会を開催して、定期

的に情報共有を行った。
・「買い物」「電球交換」「家具の移動」「ごみ出し」など有償にしたほうが気兼ねなく利用で
きるといった意見があった反面、「関係づくりをしたい」との意見も多く、しばらくボラン
ティアで続けることとなった。 

＜課 題＞ 
  ●平成 42 年度まで予定される人口増加や少子高齢社会の進展による排出実態の変化を考慮し、

今後の対策を検討していくことが必要 

年齢３区分別人口 

※「新たな総合計画の策定に向けた将来人口推計 平成 26年 8月」より 
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２． 川崎フロンターレと連携した広報  
１）「ミックスペーパー・プラスチック製容器包装分別収集フォローアップポスター」 
平成24年 市環境局 作成 
川崎市内各ごみ収集所、市内掲示板等 １万部作成 

２）武蔵小杉駅周辺の散乱防止及び路上喫煙防止の重点区域拡大（平成26年 3月） 
ポスター、クリアファイルを作成し啓発 

３． 市廃棄物減量指導員制度 （「環境局事業概要－廃棄物編－」資料抜粋）

１） 制度の概要
担当課：市環境局生活環境部減量推進課
内容：ごみの減量とリサイクルを推進するため、町内会・自治会など住民組織団体から推薦をい

ただき、特別職として市長から２年間の任期で委嘱。ごみ減量とリサイクルの地域ボラン
ティア・リーダー、市と市民のパイプ役として活動していただく制度

役割：①減量の普及啓発、②リサイクル活動実践の指導、③排出方法の順守指導、
④廃棄物行政に関する意見及び情報の提供

支給品：指導員証明書・ハンドブック、腕章、帽子 
（活動時等必要に応じて提示・着用） 

協議会：各区に情報交換、活動活性化を目的として設置。年３回程度の会議開催、見学会や勉強
会など 
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２） 中原区の現状 
全市で 1,877 名（平成 26年 11 月 1日時点） 
定数は、各町会・自治会で 1 名、271 世帯を超える場合は 270 世帯までごとに 1 名の割合で
追加 （11月現在 338名） 

４．多言語資料 （資料「環境局事業概要－廃棄物編－」抜粋）

ごみと資源物の分け方・出し方（年１回発行）の多言語版作成
 ・普通ごみ、資源物、粗大ごみ等の出し方について説明した資料
 ・日本語ルビつき、英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語、タガログ語 
・区情報コーナー、区役所、市民館、図書館、国際交流センター等で配布

５． 第4回 CC等々力 エコ暮らしこフェア  
・ 平成26年５月18 日（日）等々力緑地にて川崎フロンターレ試合時の競技場付近で開催 
・ ＣＣ等々力（市、川崎フロンターレ・富士通川崎工場、市公園緑地協会）主催
・ ４つのエリアに分かれた多彩な体験・参加型のブース等で、子どもから大人まで遊んで楽しみ

ながら“エコ暮らし”を学ぶ 
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６． ３Ｒ推進デー 川崎純情小町☆広報大使就任 
・毎月原則３日を３Ｒ推進デーとして集積所での分別排出指導や 
キャンペーンや展開 

・2013年、ご当地アイドル「川崎純情小町☆」を広報大使に任命
・推進ソング「３Ｒでハッピーデイズ！」 
（2014.4.1 リリース・非売品の無料配布用ＣＤ）

  ♪リデュース リユース きれいな街へ リサイクル 
動画アドレス： 
https://www.youtube.com/watch?v=seUQG3‐pRi0 

７． 転入者配布資料について
区役所ブースにて、次のような関連資料を配架
※直接配布は数時間待ちも発生する窓口対応の状況の中、廃止。 
・「資源物とごみの分け方・出し方」（冊子） 
 資源物やごみを出すにあたっての分別の仕方、相談窓口や連絡先等を掲載 
・「かわさき生活ガイドのご案内」（チラシ） 
本市の行政サービスをはじめとして、生活に必要な情報冊子をご案内

８． ＮＰＯ法人小杉駅周辺エリアマネジメントの早朝清掃活動 （同法人ホームページから引用）
 ・毎月第１土曜日 午前８時～実施 悪天候の場合等は中止 
 ・11 月は悪天候のため中止。12月 6日（土）午前８時実施 

参加者／大人27人、子ども18 人 計 45人 
 ・エリアマネジメントの旗を先頭に、２班（グランツリー周辺～コアパーク／横須賀線口～高架下）

体制で活動 （以下、ホームページからの画像） 
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９． フロンターレで毎日元気いっぱい！！推進事業  
川崎フロンターレと人形劇団ひとみ座（ひょっこりひょうたん島）とのコラボ事業 
・フロンタ、ワルンタ、フーランの人形劇で地域貢献や広報活動に活用。 
・平成 25年度テーマ：「正しい生活リズム」 
・区内 8保育園と中原子ども未来フェスタで実施→述べ 1,400 人を動員 
・概ね好評、保育園関係者だけでなく、地域からの参加者拡大などが今後の課題 

１０． スポーツGOMI拾い （日本スポーツ GOMI 拾い連盟オフィシャルサイトから引用）

【内  容】予め定められたエリアで、制限時間内にチームワークでごみを拾い、ごみの量と質でポイ
ントを競い合う 

【競技者】１チーム５名。チーム名をつける。参加チーム数の制限はなし 
【用  具】軍手、ごみ袋、トング（チームに１本）、計量器

※軍手、ごみ袋、計量器の個数、ゴミ袋の大きさ等には制限なし。
※たばこの吸い殻のみ、別途用意したレジ袋等で集める。（得点集計法が異なるため） 

【ルール】   
・ 競技時間60 分（厳守）。時間中の休憩や水分補給は自由。 
・ 各チーム、リーダー１名を届出。小学生以下だけで構成されるチームには、審判員（保護者な

ど）を１名入れる（審判員は、チーム人数に含まない）。  
・ 指定されたごみを拾うエリアを守る。（安全に楽しく参加できるエリアを設定）
・ 競技中は走らない。チーム員は先頭と最後尾が10m以上離れないようにする。
・ 計量はチームごとに行う。
・ 終了後、集めたごみは自治体の分別方法にしたがって指定の集積場所で処分する。 

【違反項目】（発見された場合は減点対象）
・人員オーバー   ・制限時間オーバー   ・指定以外の用具の使用 
・学校や個人宅等の私有地に侵入する   ・ごみに水を含ませる   ・粗大ごみを拾う
・街のごみ箱やごみの集積場所からごみを拾う  ・故意にごみをつくる 
・一定のごみだけ狙い、目に付いたごみを拾わない

【分別方法とポイント】   
・たばこの吸い殻 １g×１ポイント    ・たばこの吸い殻以外のごみ １ｇ×0.5 ポイント 
・違反行為…1つにつきマイナス100ポイント 
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１１． 仙台市ワケルネット  
 ・仙台市のごみ減量・リサイクル情報総合サイト
・ごみ分別キャラクター、キャンペーンの有名事例

 ・ワケルくん（７・３分け）やそのファミリーをキ 
ャラクターとした総合情報サイト 

 ・ワケルくんのプロフィール設定なども話題に。／http://www.gomi100.com/

１２． ごみ減量日本一を目指した取組
・多摩市 ごみ減量日本一を目指した情報誌などの発行（別紙）
・掛川市 ごみ総排出量について環境省実施の統計（一般廃棄物処理事業実態調査）における１
位（最少量）を目指し、１位となるための推計値を年度の目標として設定。（掛川市ホームペー
ジから引用） 

※都市環境、人口等規模が異なること、人口推計値や排出量の内容等が異なることなどから、単
純に上述の都市との数値の比較はできない。 
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参考事例 〔企業における取組事例〕
・イトーヨーカドー武蔵小杉店、グランツリー武蔵小杉などにおける取組 
ペットボトルや古紙・雑誌類を回収し、その重さによって nanako（(株)セブン＆アイ・ホール
ディングスによる国内展開の電子マネー））のポイントを加算。 

古紙・雑誌類回収用

ペットボトル回収用 

広報用ポスター

(株)セブン＆アイ・ホールディングス広報資料

(株)セブン＆アイ・ホールディングス関連の小売店

に回収機器を設置して回収 


